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pentachlorocyclohexa･2,5-diene･1･one(ⅠⅠ). The

Eungicidalactivityofthecompound IIagainst

the germination oftheconidia of Ophiobolus

M7'yabeanus was half of cupper Sulfate (as

節121 巻-rF''

･CuSOJ･5H20) (Fig.3), and the insecticdal

activity against house一my was one to eight

time50fp,p'-DDT.(Fig.4)

On一heRehtion島IJe一ween lheLengtllalldWidth ofPupaeoftheCommotIIIousefly,

MuscadolneSEicavicina Macq･, And the Population I)ensitiesof theirI.arvALStztge.
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24; イエバエあ幼虫の棲 息密度 と蛸 の長 さおよび幅の関係につし､て 殺虫剤ゐ生物試験用見出

の飼育にかんする言即日超 第 15報13) 長沢純夫 (京都大学 化学研究所 武居研死重)31.10.27受理

豆腐粕をもちいろイエバエの大出飼育において, 幼虫期の接息幣庇を超々かえた時の蛸の大 きさと･

の関係を究明し,その庇適棲息密度は豆腐約 50g,糠 らg.醇母 o.5gに対して 79匹程度である

と推定した｡

殺虫剤の生物試験に桝せられる昆虫は,できるだけ

感受性のrrlのせまい,すなわちその うらづけとなもと

ころの,JJi和学的ならびに形態学的誠性質の変異巾が

出少朋の状tZBにある個体桝であること′がのぞましい｡

そして火映翁的に累代飼育のできる昆虫を用いる場合

は.そうした誠性質をそなえ7こ個体群を最大朋にえら

れる,とう11g"]育紙の光明が,′まづ必要である｡イエバ

ェについてはさきに,豆腐粕培姐による飼育をおこな

う糊付.卵またはそれから羽化した幼虫を培誠にうっ

す帖Juをかえ,それからえられた蛸の大きさ,蛸化率

羽化坤【などの鵬隣をもとめ,,産卵後何日目のものを培

兆にうつすのが最も適当であるかを考察し,大体産卵

枚 2円日の胴体をうつすべきが最適であるとい う結論

なえたが21. 今lrJlここにしるそ うとすることは,さら

にそのように2日ロにうつしたものの幼虫期の棲息密

Jp31:と酌の大 きさとの朗幅を光明した結果である｡

非文に入るにさきだら,実験の助力と数伯の計罪に

尽力せられた柴田砂田子城に探測の志を袈する次第で

ある｡

実験材料および方法

(1) イエバエ この実験にもちいたイエバエは,

数 10代の累代飼育をつづけて今即こいたる 形態学

的にも生理学的V_もほぼわたしい迫伝的性質を有する

もあとかんがえられる高槻系である｡

.(2)A.産卵塔場おJ:び幼虫飼育培娃 産卵培法とし
l

ては魚粉と米糠 を等屋混合して意っめ, これを厄径

9cm.前さ 4.5cmのシヤーーレに入れてあたえた｡幼

山飼育培盛には,豆因粕 50g,樺 5g,酵母粉末0.5g

llO

をよく混ぜあわせて,前とわ13じ大 きさのシャーレに･

入れたものをもらいた｡

(3) 幼虫の棲息密度 産卵培躾を3時間成山の従

に.入れて産卵せしめた後,孤からとり出して 309Cの

恒温環境下におき,卿化して若-T一発育した2日按の幼

虫を, 前記の飼育培誠1ケ にたいし63,79.100,

126,159,200,251,316,398,501,630および 794

個体の 12f父階に区分していれた｡シャーレの故は各

区とも 10桐づつもうけてくりかえしをおこなった｡

産卵培砿および幼虫培2.Sは,いづれも実験期剛1は金

網蓋をお つゝて 30oC 関係湿f,程50% の条件 ドにわ

いた｡

(4) 嫡TJ大 きさの測定と蛸化個体数の記録 すべ

ての幼虫培兆から,産卵後8日目の蛸を抄ろいあつめ,

その長さと巾を双眼顕微鏡に装損 したオキュラーミク

占メータ-によって6u定 し,あわせて蛤化個体を諾己探

した｡なおこの実験は 1954年 10月12月 から 12月
10別こいたる欄間におこなった｡

実験結果と考察

各区とも 10個のシャ-レからえられた机2)長さ,

および肺の測定結果を媒計し, ミクDメ-クーの口uE

のままの数伯 (1主ii位-0.098mm)による比数分仰

の表としてしめすと,第1,2衣 のごとくである｡そ

してこれを柱状図表にしめしたのが弟1,2図である｡

まづ平均伯について概括的に考酪すると,長さおよ

び巾ともに低密度から高密度に移るにしたがって,少

しづつ減少する憤向をしめすが,501匹区あたりから.

逆にふたたび少しづつ大 きさを草している｡もっとも●

詳細にみれば,最低密皮の 63匹区の長さは,79匹区

のそれよりも小さく,また316匹の区の平均環は根も
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Table1. FrequencydistributionoflengthoEpupaeoEthecommonhouseny,Musc̀JdomcsEicavfcL'〃a

Macq.Relzttionbetweenthelengthofpupaeandthepopulaliondensityoflarva.

可79巨001126f159回 251回 3'9815mI-bo1 794

41 ~0 3 3 8 7 -10 9

43 0. 0 2 .6 ･13 .24 24 25 .38 .41

44 1 3 3 3 7. 19 30 29 ′ 56 -~61 63

45 .2 7 5 6 17 .25 41 61 77 88 110

46 3 2- 8 3 .8 ll 23 53 70 80 110 106

48 4 3 9 6 18 27 45 75 118 121 156 228

49 4 5 13 14 32 42 65 110 14畠 148 150 260

50 7 7 18 22 ,36 53 65 100 135 156 158 280

0.098mm) 52 15 8 24 28■ 55 48 88 138 164 167 195 415

55 23 26 23 68 76 9'5 113 '179 143 175 ■.162 -447

57 31 48 42 76 92 107 137 156 137 179 168 495

59 46. 65 47 102. 83 115 137 124 128 _164 150 ･324

60 53 61 69 84 85 132 127 82 106 147 139 258

61 54 71 87 72 76 97 104 68 _114 114 :~~134 畠18

63 39 62 76 56 41 68 69 31 63 41 76 85

64 26 29 53 59 28 43 34 21 56 51 81 39

65 15 19 41 23 12 35 28 13 29 24 42 21

66 8 10 8 13 3 14 10 4 15 18 28 8.

68 3. 3̀ 2 8 10 3 15 -I

Total 461 633 782 943 109.2 1490 18i4 2115 2526 2818 32皇6 5917

Mean 59..0259.5558.8558.3156.5856.7555.7453.925年.2_154.0854.20■_54.25

SEandarddeviation 4.37 4.08 4.80 4.53 4.50 5.09 5.12 4.97 5.71 5.42 3.96 4.74

VariationcoefEicient(,../) 7.40 6.86 6.98 ･7.76 7.94 8.98 9.19 9.2210.5310.02 7.31 8.73

lllL
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Table2. Frequencydistributionofwidthofpupaeofthecommon housefly,Musca

domesticavicz'naMacq･ Relat;on between th占width ofpupa?and the
･populationdensityofla″a.

小さく11つており,他 1,2逆の朗係も見られる｡あ

る密度を坑にして,大きさが逆の関係をしめすことは.

さきに∧rf者はアズキゾウムシについてこjlをみている｡

節 1誠の放下段にしめした嫡化率もまた,長さおよび

巾とはばおなじような傾向をしめし, 398;501,630

匹区あたt)においてもっとも低い,また長さおよび巾

の交只旅故も,このあた りにおいて一番大 きい｡

JれnishlJは邦'iiirなajl雌や湿度などに班過した場合の死

亡畔は絹くなり,lEl]鴫に梯々な生理的性TIの変異も大

きくlJるとのべているが,苅'/lLftl払L湿度は,この似合

幼山賊 の楼息密比にわきかえることができよう｡ 蟹

者P)が声さに,アズキゾウムシにおいて親虫の密度が,

64対の時には.幼虫期の死亡率は最も高く,同時にI
変異係数もまた一番大きく.他b密度についても幼虫

期2)死亡率と迦将の長さ,または巾の変異係数とは,

平行的な関係をみとめたのと一致している｡最低密度

63匹区の長さが,79匹区のそれより少ないという'C

とは.ショウジヨ◆ゥバ工に於て Allee2㌧Eigenbrodt3).

森71らが,モンシロチョウにおいて Wardzinski18)が

奴粥したところと似ている.すなわち'シ.ヨウジヨウ
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パ工やモンシロチョウ.の大きさは;ある低い密舵のと

きに収も大きく.それ以上密度が増大した場合も城少

した勘合も,ともに体は小さくなるこ !:を指摘してい

る｡さ作者がさきにしめしたアズキゾウムシの趨鞘の長

さおよび巾においても,おなじようなことがみられて

いる｡しかしこれが有意の号i実であり,さらに低密度

にうつるにしたがってこの幌向が顕著になるかどうか

は, なお実験をかさねなければわからない｡Eigen･

brodtは,密度があまり小さい場合は,yeastまたは

bacteriaによるharmful elementsの増大が別烈され

ないし,一方密度が大きいと食物となる拍物の成長を

おさえすぎるということをあげて,この間の那情を説

明しようとしている｡311天イエバエの飼育においては,

環境条件を一定に保つT=場合,幼虫期の棲息密度には

ある程度の最適範囲があって,1個休あたりの食物が

豊富であるべきはづの低密度の似合にかえって飼酌 ;

おもわしくない｡このことはすでに累代飼育法の解説

におり､て筆者12'はのべたが, アズキゾウムシにたい

するアズキのような,比較的安定し7こ食物をとる昆虫

に料 Jる場合とは,同糾こ考えることはできない関心
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Length(11ユnit-0.098mm)

Fig.1. H isto gramfor thedistributiono H cngLhofpupaeoHhccommonhouscny,
MuscadomesLIca t}icl'naMacq.Relationth e lengthofpupaetothepopulationdensity
oflarva.

であろう? 班,CL招雌と体の大きさの逆比例掴旅は･

AdolphlI,Alee℡J..Lqndowskiち?, 'EirldnJ. Sang皮

Robertsonn),祁fr515),Titschack16㌧ Utida17)ほか

多数の研死者によって印々の動物について確認されて

いる｡現的灸作を-)'Eに保った拐合,iy托 する食物を

安Ti:な状頂にたもらうるものにおいでは.この逆比例

Im係の認められるものがPT.､であろう｡これとてもさ

らに密度を和して行った'似合の結果には,舛味がもた

れる｡しかし-方 Moscbach･Pukowski''.は仙川91
の棲息密度とは,I'-ll3'のE兇旅がなく,･羽化城山の大き

さにはほとんどおなじであるという約月ミを VEt〝essa

ioおよび Vanessa7LrEzlcaeについてえている｡体め

大きさを Y(その対数y)とし,幼虫期2)棲息密度を

X (その対数 x)とした場合,高橋 18) はコナ.マダラ

メイガにおいて,幼虫棲息密度と羽化成虫の頭巾とq)

関係を Y-aX+bであらわし,宮尾6) は,オオ二才/
113
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Width(1unit-0.098mm)

Eig･.2･ Histogramforthedistributionofwidthofpupaeofthecommonhouse.fly,Muscado''LcsLL'ca
t',IcLl,･a Macq･Relationofthewidthofpupaetothepopulationdcns言tyoflarva･

ユウヤホ･シテントウの幼虫棲息密度と,幼虫触角間違 る̀｡

えたは成虫趨蒋長との関係を y--bEa の式にあては

めているが,･筆者のえた実験結果には.･いづれがよ●り

高い適合度をしめすかはいいえず,そうIL,た項線から

はかなりはづれた測定結果が与､づれの勘合にもみられ

114

Lつぎに変男の分(11曲線をみるとまづ長さについては

虚底根息密度のときに故もいちぢるしい右駅正絹の弛

をと'り,その歪みは左方がゆるやかで右方が急になt).

モードが罪術平均より右万に偏在する｡この右悦正偏
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の型は.251匹のあたりまでみらオLるが,軌Q:が拓く

なるにしたがって,それらのモードが少しづつ左方に

うつり.変只の巾もt)i7'まり拭きも次邦になだらかに

なっている｡316から630匹のtlj.良好唯にわいでは.

それらのlJrを'(分nJlま対称の形に近くなり,かつHlIL'が ･

iJ.lJ'くなるにつれて,次矧 こLllはひくくTL王つて,変児の

巾もさらにひろまっている｡ところが630匹区を矧 こ

して794匹区ではふたたび右隣盃偏2)形をしめしてい

る｡しかしさらに高密度になった場合.､これがどのよ

うな形にうつつていくかは,これだけ2)実験結果から

は推定しがたい｡巾についても同様なことがいいえら

れ 最低密度のときに厨もいちぢるしい右隣盃偏の型

がみられるが,密姥のEn加とともに少しづっモードは

左方にうつt),平均して分捕のIJLはひくくなる｡すな

わち尖舵は小さくなる｡630匹の区に納 てヽ一番なだ ･

らかな山になるが,794匹の区になるとふたたびモー

ドも左仙こ移動し,右ql盃偏の庇もいちぢるしくなっ

てくる｡長さにくらべて右田盃偏の形は程姥の糞はあ

るが,どの場合にもはっきりとみとめ.られる｡ての変

窮の分布状態 はアズキゾウムシ9･10)においてみられ

た,低密fRlのときはTrI規分布にちかく,モードと詐術

Populationdensi吋 oflarva

Fig.3. Relationsbetweenaveragelength
(-C-)andwidth(-●-)oEpupaeofthe
common houseny,〃 tLSCEZdomesLl'caI)icz'na
Macq･,theirvariationcoemcien(S(-0-.
-@- respectively),percentpupation(-@-)
thepopu一ation (lensitieg.

耶21 番-TV

平均とは大体一致し.将姥がたかくなると/岬 !桐伽 ,'

あらわれて茄帆誘偏の型をとり,モードのflrtも左方に

少しく柳 ))する,しかしある密使をすぎると小型胴体

をのこしたままモードは.ふたたびもとの位ねこ-もど

以上の紡果から,湖山刑の生物試験に眺LJ:うとす

るイエバエの飼育において,最も好適な械息密使は.

大きさにして最も大きい個体がえられ,かつその変只･

oj巾のせ皇い,すなわち変異係数の最も,小さい例休滴

が最大掛 こえられる,すなわち煽化率の最も高い区を

判走すればよい｡もっとも煩化率がそのまま抄としい

羽化率をしめすかどうか疑問で,ことに300匹以上の

荊緯度における銅化率が:さらに羽化率において相当

程蛇低下する即実を考えあわせると,-率に論ずると

とは不適当かもしれないが,蛸化率がびくいというこ

とにおいてはかわ.)ないム結合的に見て本実験結果で

は 79匹のは息呼IJl:区にわいて.もっともこの吉行条件

にかなった数fLllをしめしているものと考えられる｡I
以上め調係を図にしめしたのが荊3岡である｡

･iEj 岳

1. 豆囚約 50g,柑 5g,即付 0.i'Jgをもってfl.4成

される即 別こ1ケあたり, 63.79.100,126,159:

200,251,31.6,398.501,630および 794P弓の 12

殿耶にわけで捌 臓 2川1の幼d絶 入れ.えらni:蛸

の良さおよび巾を州'Jヒし7こ｡

2. 長さおよび巾ともにわ むゝね快晴T.狂から71,1符Fft

にうつるにしたがって,少しづつ城少する怖rl71をしめ

したが,501匹区あ1:りから逆にふT_:たび少しづつ大

きさをmした｡

3. 航化率もまた長さおよび巾とはば同頑な仰向を

しめし,398,501.630匹区あたりにおいてもっとも

低い｡また長さおよび巾の変異係数もこのあたりにわ

いて一番大きい｡

4. 変発の分布曲線は,長さについては放低密皮の

ときに殺t't､ちぢるしい才渦 ifi胴のEllをとりiこの型

は251匹区あたりまでみられるが.符皮がたカiくなる

にしたがって,それらの'{--ドは少しづつ左方にうつ

り.変只の巾もひ7.)まり,械さもなだらかになってく

る｡316から630匹のtrR.n符fQ:においては.それら2)

度数分布は対称の形に近くなり,lLlもさらにひくくな

り,変異の巾もひろまる｡630匹をさかいにして 794

匹の区では,ふたたび右傾盃偏の型をしあした｡巾に

ついてもはばおなじようなことがいえるが,長さにく

らべて右横歪偏の形は,程度の差はあるがどの場合も

はっきりみとめられた｡

5･ 変異の巾のせまい,大きい個体が最も多くえら

ilJる幼虫棲息密喋は. 上記の培基1ケにたいして 79

115
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匹程1,任やあると推Jqきれる｡
●ヽ
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R卓sum色
Jl

Thcwriter,inthepresentpaper,di;tcuss｡don

the.rehtionsbetween thehrvaldensities.fthe∫

commdnhouseny,MuscadomesLl･cavicltZa.Macq.,

叫d'thelet,Sth orwidthofpupae.A petridish

ヽ
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measuring9cm indiameterby4.5cm inheLkh

waspreferredasacontainer.､Foradish,residual

productinHtofupmaking50g,ricebran5gand

yeastpowderO･5gwereused.Thepopulationof

larvae.wereselectedin･logarithmicscalesas63,
79,100,126, 159,90,251,316,398,501,630

and 794 individuals.Thelarvaeof-2daysafter

ovIPOSition weretransferred to thectIlturedish
/

andallpupaewer_epicked upfrom thecu一ture

medium atthee;ghthday.Themaximum length

andwl'dthofpupaewere-measuredbythebinoI

cularmicroscope.Tendisheswerepreparedfor

eachpopuhtion densities. Theexperimentwere

carriedoutattheconstantenvironmentalcondition

Jof300Cand50% rehtivehumidity.Thevalueof

bothdimensionswereminimum atthedensity■of

.501individualsandincreasealmostregtJlarlytowards

l hehigherandlowerdensitie!･Samefactwas

alsoobserved in per cent pupation.And the

lowestpercentpupatiDnSWereObtainedムーlhe

densitiesof348,SOLand630individuals. The

valuesofcoefficient-variationinlengtllandwidth

werealsomaximum in thesedensities.Ⅰnthe

length dimension,themostremarknbleskewness

offrequencydistributionふiththeclusteringabove

themean､andalongtailbelow wererecognize(I

atthelowestdensity.As thepopt:1ationdensities

increase,theirskewnessesweregraduallylighterted

and approached to thenormaldistribution.But

-thisskewnesswasrecoveredagainatthedensity

of794individuals･Thereallysameshapesof

distribution werealsqrecognizedin the wid(h

dimension･ But the skewnesses of freqTenCy

distribution with theclusteringabovethemean

andalong tailbelow wererecognizedalalmost

~alldensities.Itisconsideredthatthemanyllealthy

individualswithuniform sizeareobtaiTlとdatthe

culturedishw対179individuals. 一
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